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｢

お
前
は
昔
、
本
ば
か
り

読
ん
で
い
た
な｣

。
先
日
、

高
校
の
同
窓
会
で
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
友
人
に
言
わ

れ
、
ハ
ッ
と
気
付
い
た
。
読

書
が
好
き
で
週
1
冊
以
上
の

ペ
ー
ス
で
読
ん
だ
時
期
も
あ

っ
た
が
、
こ
の
数
年
は
読
書

の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
た
。
頻
回
に
開
く
の

は
仕
事
関
係
の｢

本｣

で
あ

り
、
要
はjournal

や
手
術
手

技
書
な
ど
で
あ
る
。
少
し
反

省
し
、
以
前
繰
り
返
し
読
ん

だ
本
を
久
し
ぶ
り
に
開
い
て

み
た
。

　

「
事
実
の
読
み
方
」。
本

書
は
、
筆
者
の
柳
田
邦
男
氏

が
、
政
治
、
経
済
、
外
交
な

ど
様
々
な
問
題
を
通
し
、
事

実
の
読
み
と
り
方
を
説
い
た

エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。
昭
和

56
年
か
ら
58
年
に
書
い
た
エ

ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
も
の
な

の
で
、
引
用
さ
れ
て
い
る
問

題
は
古
い
が
、
そ
の
根
底
に

流
れ
る
も
の
は
今
も
変
わ
ら

な
い
。
筆
者
は
、
問
題
の
本

質
を
見
極
め
る
に
は
、
事
実

を
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
る

こ
と
、
そ
し
て
、
視
点
を
裏

側
と
か
斜
め
上
、
あ
る
い
は

相
手
の
立
場
や
海
の
向
こ
う

へ
と
、
複
眼
で
柔
軟
に
移
動

し
て
見
つ
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
繰
り
返
し
説
い
て

い
る
。
事
実
を
あ
り
の
ま
ま

に
見
つ
め
る
こ
と
、
こ
れ
は

簡
単
な
よ
う
で
非
常
に
難
し

い
。
こ
の
本
を
読
む
と
、
自

分
が
日
頃
、
先
入
観
や
予

断
、
憶
測
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
。
自
分
は
様
々

な
視
点
か
ら
公
正
に
物
事
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

か
、
そ
う
自
ら
に
問
う
と
き

に
手
に
と
る
本
で
あ
る
。

　

こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
「
物

事
を
見
る
視
点
を
ど
こ
に
置

く
か
に
よ
っ
て
、
対
象
の
姿

は
変
わ
っ
て
見
え
て
く
る
」

と
い
う
考
え
方
は
、
私
の
28

年
間
の
医
師
と
し
て
の
生
活

に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
。
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
る

と
診
断
、
治
療
を
誤
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私

が
思
う
「
最
善
の
治
療
」
も

患
者
さ
ん
の
視
点
で
は
そ
う

で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
視
点
を
変
え
る
」
こ
と

を
自
分
が
常
に
実
践
で
き
て

い
る
か
と
い
う
と
、
自
信
は

な
い
。
し
か
し
、
本
書
を
初

め
て
読
ん
だ
学
生
時
代
か
ら

自
分
な
り
に
努
力
は
し
て
い

る
つ
も
り
だ
。
数
年
ぶ
り
に

本
書
を
読
み
、
初
心
に
戻
れ

た
気
が
し
た
。

（
整
形
外
科
学
教
室

�

佐
藤
和
毅　

68
回
）

平成29年度 入学式
　

平
成
29
年
４
月
３
日
に
慶

應
義
塾
大
学
入
学
式
が
日
吉

記
念
館
に
て
行
わ
れ
た
。
式

典
は
午
前
の
部
と
午
後
の
部

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
午

前
の
部
に
は
法
学
部
、
商
学

部
、
理
工
学
部
、
別
科
日
本

語
研
修
過
程
が
参
加
し
午
後

の
部
に
は
、
文
学
部
、
経
済

学
部
、
医
学
部
、
総
合
政
策

学
部
、
環
境
情
報
学
部
、
看

護
医
療
学
部
、
薬
学
部
が
参

加
し
た
。

　

式
典
に
お
い
て
は
、
開
式

の
の
ち
に
長
谷
川
彰
常
任
理

事
に
よ
っ
て
学
事
報
告
が
行

わ
れ
、
各
学
部
の
入
学
者
数

が
発
表
さ
れ
た
。
本
年
度
の

入
学
者
数
は
６
５
１
３
名
、

医
学
部
１
１
４
名
、
看
護
医

療
学
部
１
０
２
名
、
薬
学
部

２
２
２
名
で
あ
っ
た
。
慶
應

義
塾
大
学
全
体
と
し
て
も
医

療
系
学
部
と
し
て
も
昨
年
度

の
入
学
者
数
か
ら
大
き
な
変

化
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
、
清
家
篤
塾
長
に

よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

塾
長
は
、
数
多
く
の
新
入
生

が
慶
應
義
塾
大
学
へ
入
学
し

た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
の
言

葉
と
と
も
に
、
大
き
な
変
化

の
時
代
を
生
き
る
我
々
塾
生

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
福
沢

先
生
が
説
か
れ
た
三
つ
の
言

葉
を
挙
げ
て
話
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は
、
時
代
に
応
じ
て

相
対
的
に
大
事
な
も
の
を
見

抜
く
「
公
智
」、
自
ら
科
学

的
に
考
え
て
実
証
す
る
「
実

学（science

）」、
休
ん
で
餌

を
食
べ
て
い
る
雁
の
群
れ
の

中
で
た
だ
一
羽
あ
た
り
を
見

回
し
て
仲
間
を
守
る「
奴
雁
」

で
あ
る
。
奴
雁
の
よ
う
に
広

い
視
点
で
今
と
い
う
時
代
を

見
据
え
て
将
来
へ
の
確
か
な

展
望
を
も
ち
、
実
学
に
基
づ

い
て
公
智
を
働
か
せ
る
、
そ

ん
な
塾
生
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
新
入
生
に
送
ら
れ
た
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
清
家

塾
長
に
よ
っ
て
壇
上
者
の
紹

介
が
な
さ
れ
た
。
教
職
員
代

表
式
辞
に
お
い
て
薬
学
部
の

木
内
文
之
教
授
は
、
何
事
も

目
的
を
考
え
て
取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
上
で
、
心
身
と
も
に

健
康
で
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
り
、
実
社
会
で
生
き
て

い
く
た
め
の
力
を
蓄
え
て
ほ

し
い
と
い
う
お
祝
い
の
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

新
入
生
代
表
入
学
の
辞
と

し
て
医
学
部
の
井
原
諒
さ
ん

は
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て
社

会
に
活
か
せ
る
実
学
と
し
て

の
医
学
を
学
び
、
治
療
が
行

き
届
か
な
い
地
域
や
感
染
症

の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
を
語
っ
た
。
加
え

て
、
社
会
の
先
導
者
と
な
る

べ
く
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
た
い
と
い
う
大
学

生
活
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

そ
の
後
、
卒
後
50
年
記
念

１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）

三
田
会
寄
付
目
録
贈
呈
・
挨

拶
と
し
て
代
表
の
岡
野
光
喜

さ
ん
か
ら
お
話
を
頂
い
た
。

岡
野
さ
ん
は
一
日
一
日
を
大

切
に
す
る
こ
と
や
、
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
探
究
心
を
も

つ
こ
と
の
重
要
さ
を
強
調
さ

れ
た
。
挨
拶
の
後
に
１
９
６

７
年
三
田
会
か
ら
の
ご
支
援

の
贈
呈
が
同
会
幹
事
の
青
木

雄
二
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。

　

最
後
に
塾
歌
の
斉
唱
が
行

わ
れ
、
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
閉
式
と
な
っ
た
。
新

入
生
６
５
１
３
名
の
入
学
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

�

（
６
年　

中
村
健
吾
）

医
学
部
１
１
４
名
が
入
学

　

ご
存
知
の
よ
う
に
学
校
教

育
法
が
２
０
１
５
年
６
月
26

日
に
改
正
さ
れ
、
大
学
の
責

務
と
し
て
教
育
と
研
究
に
加

教
育
法
改
正
書
面
）

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
岡
野

栄
之
医
学
部
長
の
も
と
知
財

産
業
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

が
２
０
１
５
年
10
月
に
作
ら

れ
、
医
学
部
に
お
け
る
産
業

創
生
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
生
の

た
め
の
基
盤
作
り
を
行
っ
て

き
た
。
先
日
研
究
連
携
本
部

の
伏
見
知
行
さ
ん
が
医
学
部

新
聞
３
月
号
で
書
い
て
く
れ

た
よ
う
に
義
塾
全
体
で
も
大

き
な
流
れ
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
の
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
医

学
部
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
へ
の
意
欲
は
低

く
、
２
０
１
６
年
１
月
に
行

っ
た
医
学
部
生
お
よ
び
医
局

え
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
が
加
わ
っ
た
（
医
学
部
の

場
合
は
臨
床
も
責
務
と
し
て

入
る
）。（
表
１
参
照
。
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

大
学
ば
か
り
に
と
ど
ま
ら

ず
、
開
業
の
先
生
や
病
院
で

働
く
先
生
で
も
従
来
の
“
保

険
診
療
の
枠
”
に
と
ど
ま
ら

ず
新
し
い
検
査
法
や
、
治
療

法
、
検
診
や
治
療
シ
ス
テ
ム

を
開
発
、
改
良
し
て
世
の
中

―義を見てせざるは勇無きなり―
『自我作古』
常に向上心を持ち、勇気と使命感を持っ
て、挑戦し続けます。
『率先垂範』
積極性を持って、人々の先頭に立ち、模
範を示します。
『報恩謝徳』
これまでに得た、全ての恩恵について、
常に感謝し、務めを果たします。我々98
回生は医療者として、ここに誓います。

98回生 誓いの言葉

感
謝
を
胸
に
、

　
　

い
ざ
臨
床
実
習
へ

第
12
回 

白
衣
式

　

去
る
３
月
25
日
、
平
成
28

年
度
白
衣
式
が
、
本
塾
北
里

講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

白
衣
式
は
、
24
年
前
に
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
行
わ
れ

た
の
を
初
め
と
し
、
臨
床
実

習
に
臨
む
医
学
生
に
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
意
識

さ
せ
る
た
め
の
行
事
と
し

て
、
今
や
世
界
中
の
医
学
部

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
塾

で
は
、
２
０
０
６
年
に
日
本

初
で
あ
る
第
１
回
目
の
白
衣

式
が
行
わ
れ
、
今
年
で
12
回

目
を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
岡
野
栄
之
医
学

部
長
、
竹
内
勤
病
院
長
、
北

島
政
樹
国
際
医
療
福
祉
大
学

副
理
事
長
、
武
田
純
三
三
四

会
長
ら
が
列
席
し
、
臨
床
実

習
を
控
え
た
98
回
生
（
新
５

年
）
１
１
１
名
に
、
祝
辞
を

送
ら
れ
た
。

　

岡
野
医
学
部
長
は
、
慶
應

医
学
部
の
歴
史
を
話
さ
れ
た

後
、
慶
應
病
院
の
新
棟
で
初

学
部
１
０
０
年
の
ル
ー
ツ

と
、
自
身
の
過
去
の
業
績
を

学
生
た
ち
に
語
り
、
激
励
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ

た
。

　

そ
の
後
、
98
回
生
が
信
濃

町
の
２
～
４
年
生
の
授
業
で

お
世
話
に
な
っ
た
各
科
の
先

生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ

デ
オ
（
98
回
生
制
作
）
が
放

映
さ
れ
、
懐
か
し
い
先
生
方

か
ら
の
温
か
い
言
葉
に
会
場

は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
白
衣

の
授
与
で
あ
る
。
参
加
し
た

学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
医
学

部
・
病
院
の
執
行
部
の
先
生

方
、
小
松
浩
子
看
護
医
療
学

部
長
、
杉
本
芳
一
薬
学
部

長
、
来
賓
の
先
生
方
に
白
衣

を
着
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

真
新
し
い
白
衣
を
着
た
学

生
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
と
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
た
。
今
年
は
例
年

同
様
、
北
里
講
堂
に
入
り
き

ら
な
く
な
る
ほ
ど
父
兄
の
参

加
が
多
く
、
父
兄
ら
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
た
。
そ
の

後
、
98
回
生
１
１
１
名
に
よ

り
、
誓
い
の
言
葉
が
唱
和
さ

め
て
臨
床
実
習
を
行
う
98
回

生
を
、
祝
福
さ
れ
た
。
竹
内

病
院
長
は
、
歴
史
の
あ
る
北

里
講
堂
で
白
衣
式
を
行
え
る

こ
と
を
祝
う
と
と
も
に
、
北

里
先
生
が
福
澤
先
生
に
送
っ

た
七
言
絶
句
を
引
用
し
、
病

気
を
自
然
の
ま
ま
に
進
行
さ

せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
持

っ
て
そ
れ
に
対
処
し
て
い
く

心
得
を
示
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
臨
床
実
習
で
学
ぶ
こ
と

と
し
て
、
感
性
を
持
っ
て
患

者
さ
ん
と
向
き
合
い
、
観
察

力
と
興
味
を
持
っ
て
、
教
科

書
に
書
い
て
い
な
い
知
識
を

得
て
ほ
し
い
と
、
述
べ
ら
れ

た
。
武
田
三
四
会
会
長
は
、

白
衣
を
着
る
だ
け
で
な
く
、

中
身
を
身
に
着
け
、
白
衣
に

着
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
白

衣
を
き
る
も
の
で
あ
れ
と
、

学
生
た
ち
を
激
励
さ
れ
た
。

北
島
政
樹
先
生
は
、
慶
應
医

れ
た
。

　

誓
い
の
言
葉
は
、
有
志
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
白
衣
式
委

員
会
を
中
心
に
、
98
回
生
全

員
が
協
力
し
、
数
ヵ
月
を
か

け
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
１
１
１
名
が
声
を
そ
ろ

え
て
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上

げ
る
と
、
会
場
か
ら
は
よ
り

一
層
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

　

最
後
に
、
平
形
道
人
医
学

教
育
統
括
セ
ン
タ
ー
長
が
閉

会
の
辞
で
医
師
に
と
っ
て
大

切
な
資
質
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
す
る
98
回
生
を
励
ま

し
た
。

　

こ
の
白
衣
式
に
て
白
衣
を

受
け
取
る
こ
と
で
98
回
生
は

医
療
界
の
門
戸
を
叩
き
、
実

際
の
臨
床
現
場
に
出
て
医
療

お
よ
び
医
学
を
よ
り
深
く
学

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
４

月
か
ら
始
ま
る
臨
床
実
習
で

は
、
た
と
え
悩
み
迷
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
初
心
に
帰
っ
て

誓
い
の
言
葉
を
反
芻
し
、
日

々
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た

い
。

�

（
５
年　

牧
原
京
平
）

も
と
め
ら
れ
る

　
　

医
学
部
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

第１回

慶
應
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
流
れ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
せ
よ
！

坪
田 

一
男（
59
回
）

眼
科
教
授

知
財
・
産
学
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
長

〈
は
じ
め
に
〉

の
先
生
方
の
意
識
調
査
（
Ｎ

＝
２
４
２
）
で
は
な
ん
と
11

％
の
方
し
か
興
味
を
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
現
実
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
、
Ｍ
Ｉ

Ｔ
、
サ
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

な
ど
世
界
一
流
大
学
の
学
生

や
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
は
90

％
も
の
人
た
ち
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
つ
と
の

意
識
レ
ベ
ル
か
ら
考
え
る
と

非
常
に
低
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

そ
こ
で
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

で
は
定
期
講
演
会
や
、
健
康

医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
な
ど

の
企
画
を
通
し
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
事
業
の
底
上
げ

精
神
・
神
経
科

健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
実
行
委
員
長

第
１
回 

 

健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞

 

決
勝
大
会
開
催

田
澤 

雄
基（
93
回
）

　

３
月
26
日
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
主
催
に
よ
る
「
健

康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
」

の
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

多
数
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
発
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
育
成
の
機
運
を
高
め
る

た
め
に
、
岡
野
栄
之
医
学
部

長
の
下
に
設
置
さ
れ
た
“
知

財
・
産
業
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
”
に
よ
り
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
慶
應
義
塾
内
の
他
学

部
は
も
ち
ろ
ん
、
他
大
学
や

市
中
病
院
、
ま
た
民
間
企
業

の
塾
員
と
い
っ
た
、
学
部
間

の
壁
、
大
学
間
の
壁
、
そ
し

て
大
学
と
企
業
の
壁
も
越
え

て
70
チ
ー
ム
以
上
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
清
水
雅
彦

常
任
理
事
、
國
領
二
郎
常
任

理
事
、
岡
野
栄
之
医
学
部

長
、
坪
田
一
男
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
長
も
挨
拶
に
立
ち
ま
し

た
。
観
覧
は
募
集
開
始
後
早

々
に
満
員
御
礼
と
な
り
、
北

館
ホ
ー
ル
・
同
時
中
継
の
サ

　

そ
し
て
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
慶
應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
２

０
１
６
年
に
設
立
さ
れ
た
慶

應
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
）
社
長
で
あ
る
山
岸
広

太
郎
審
査
委
員
長
よ
り
審
査

結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
部
門
で
優
勝
を
勝

ち
取
っ
た
の
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ

せ
た
外
国
人
向
け
の
遠
隔
診

療
を
提
案
し
た
チ
ー
ム

「DocTravel

」
で
す
。
医

学
部
の
２
年
生
を
主
体
と
し

た
チ
ー
ム
で
、
学
生
部
門
の

中
で
も
最
年
少
の
チ
ー
ム
で

あ
り
ま
し
た
が
、
時
流
を
捉

え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学

生
な
ら
で
は
の
柔
軟
さ
が
勝

因
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
部
門
で
優
勝
を
勝

ち
取
っ
た
の
は
、
独
自
開
発

の
ソ
ル
ト
チ
ッ
プ
を
活
用
し

た
減
塩
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た

チ
ー
ム
「L�Taste

」
で
し

た
。
こ
の
チ
ー
ム
の
主
体
は

理
工
学
部
の
博
士
課
程
の
学

生
で
す
が
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
に
は
所
属
す
る
理
工
学
部

研
究
室
の
准
教
授
や
他
大
学

内
科
学
の
教
授
を
加
え
、
確

固
た
る
研
究
成
果
に
裏
打
ち

さ
れ
た
、
ま
さ
に
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
王
道
と
し
て
優

勝
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ご
協
賛
頂
い
た
日

本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
に
よ

る
特
別
賞
に
は
、
社
会
人
部

門
か
ら
チ
ー
ム
「Epigno

」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
チ

ー
ム
は
慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
に
通
う
医
師
を
中
心
と

し
た
チ
ー
ム
で
、
人
工
知
能

を
活
用
し
た
手
術
室
の
稼
働

効
率
化
の
プ
ラ
ン
を
提
案
し

て
お
り
、
医
療
現
場
の
働
き

方
の
改
善
に
繋
が
る
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
台
に
立
っ
た
３
チ
ー

ム
の
ほ
か
、
大
会
参
加
の
全

10
チ
ー
ム
、
そ
し
て
応
募
の

あ
っ
た
70
チ
ー
ム
、
い
ず
れ

も
劣
ら
ぬ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と

パ
ッ
シ
ョ
ン
が
光
っ
て
お

り
、
観
覧
者
に
と
っ
て
は
健

康
医
療
領
域
に
お
け
る
大
学

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
息
吹

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
１
日
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
と

し
て
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で

活
躍
で
き
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
輩
出
す
る
た

め
の
今
後
の
課
題
が
認
識
さ

れ
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ス

ト
と
い
う
形
式
の
枠
に
捉
わ

れ
ず
、
大
学
の
強
み
を
活
か

し
つ
つ
官
民
協
力
し
、
さ
ら

な
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
仕

組
み
を
創
り
出
し
て
い
く
必

要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。

岡
野
医
学
部
長
と
審
査
員
の
先
生
方

入学式風景

北里講堂前にて

大
賞
受
賞
者
た
ち

〈
審
査
委
員
〉

青
山
藤
詞
郎　

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
長

�

　
　

／
理
工
学
研
究
科
委
員
長

大
石
佳
能
子　

株
式
会
社
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ
代
表
取
締
役
社
長

河
上　
　

裕　

慶
應
義
塾
大
学�

医
学
研
究
科
委
員
長

河
野　

宏
和　

慶
應
義
塾
大
学�

経
営
管
理
研
究
科
委
員
長

　
　
　
　
　
　

／
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
校
長

中
村　

慎
助　

慶
應
義
塾
大
学�

経
済
学
部
長

村
井　
　

純　

慶
應
義
塾
大
学�

環
境
情
報
学
部
長

山
岸
広
太
郎　

株
式
会
社
慶
應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ

　
　
　
　
　
　

ア
テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
社
長

�

（
50
音
順
、
敬
称
略
）

表1

第9章　大学　第83条　
１．大学は、学術の中心として、広く知識を授
けるとともに、深く　専門の学芸を教授研
究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開
させることを目的とする。�―研究と教育―

2．大学は、その目的を実現するための教育研
究を行い、その成果を広く社会に提供する
ことにより、社会の発展に寄与するものと
する。� ―イノべーション創出―

昭和二十二年三月三十一日　法律第二十六号
改正　平成二七年六月二六日　法律第五〇号

を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
動
き
が
含
ま
れ
る
。
そ

こ
で
今
回
医
学
部
新
聞
で
は

６
回
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
慶
應

医
学
部
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
現
状
を
お
伝

え
し
た
い
。

　

ま
ず
今
回
は
先
月
行
わ
れ

た
医
学
部
主
催
の
“
健
康
医

　

予
選
で
は
、
学
生
部
門
と

社
会
人
部
門
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

5
チ
ー
ム
ず
つ
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
選
出
さ
れ
た
計
10

チ
ー
ム
は
、
２
度
に
わ
た
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

専
門
家
に
よ
る
メ
ン
タ
リ
ン

グ
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
決
勝

大
会
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三

慶應義塾基金室（三田）
ＴＥＬ：03-5427-1898
ＦＡＸ：03-5427-1546
Ｅ-Mail：kikin-box@adst.keio.ac.jp

三四会募金事務局（信濃町）

ＴＥＬ/ＦＡＸ：03-3356-5568

Ｅ-Mail：shintoubokin@sanshikai.jp

【手続きに関する問い合わせ】

新 病 院 棟 建 設 募 金

あと１年！
あなたの募金が慶應医学の将来につながります!
今こそ全ての三四会員が協力を!
募金された方々の名前が残ります（銘板が計画）

注目!

学校教育法

療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
”
の
様

子
を
実
行
委
員
長
の
田
澤
雄

基
先
生
に
報
告
い
た
だ
く
。

そ
の
後
、
現
在
始
ま
り
つ
つ

あ
る
医
学
部
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
動
き
つ
つ
あ
る
息

吹
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸

い
だ
。

テ
ラ
イ
ト
会

場
も
含
め
、

熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

学
内
外
か
ら

お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
審

査
員
か
ら
、

時
と
し
て
厳

し
い
質
問
が

浴
び
せ
ら
れ

る
中
、
各
チ

ー
ム
は
そ
れ

に
耐
え
、
見

事
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
い

た
し
ま
し

た
。


